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㊥
上
蕪
諮

の
日
が
多
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
が
ぞ
の
後
は
中
緯
度
の
高
気
圧

が
強
ま
リ
ッ
ユ
の
中
休
み
と
な

り
ま
し
よ
う
。
し
か
し
中
旬
末
頃

か
ら
下
旬
に
か
け
て
梅
雨
前
線
の

活
動
が
活
発
と
な
り
再
び
ツ
ユ
窒

の
日
が
多
く
か
な
り
の
、
爾
が
降
る

所
が
あ
り
ま
し
よ
う
。
叉
六
月
の

気
濫
は
大
体
平
年
並
（
中
旬
後
半

頃
一
時
低
く
な
る
が
）
の
見
込
で

す
も

（
働
）
上
旬
こ
の
期
間

　
（
　
は
前
半
時
友
つ
ゆ
空

の
日
が
現
わ
れ
や
す
い
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
チ
の
後
旬
末
に
同
う

に
し
た
が
い
中
緯
度
の
高
気
圧

が
強
ま
り
晴
間
が
多
く
な
り
ま
し

よ
う
気
漏
は
一
時
低
目
と
な
る
こ

ど
が
あ
り
ま
す
が
旬
を
通
し
て
は

平
年
並
か
多
少
高
目
。
降
水
量
は

平
年
並
反
日
照
も
．
平
年
並
の
見
込

み
で
す
。

中
旬
中
緯
度
の
高
気
圧
が
強
く

梅
雨
前
線
は
本
邦
南
岸
か
ら
南
に

る
見
込
み
で
天
気
は
比
較
的
よ
く

ッ
ユ
の
中
休
み
と
な
り
ま
し
よ

う
。
し
か
し
旬
末
．
頃
か
ら
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
方
面
の
高
気
圧
が
発
達
し

　（
像
鹸
響
醗
紹

す
。
気
温
は
旬
末
頃
一
時
低
く

な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
飼
を

通
じ
て
は
．
平
年
よ
り
や
＼
高
目
が

平
年
並
、
降
水
量
や
＼
少
く
V
（
目

照
は
多
少
多
い
見
込
み
で
す
。

下
旬
梅
雨
前
線
の
活
動
が
活
発

と
な
る
見
込
み
で
、
く
も
り
や
雨

の
日
が
多
く
一
時
大
雨
の
降
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
よ
う
。
旬
を
通
じ

て
の
．
平
坪
気
温
は
平
年
よ
り
や
y

　
く
　
ゑ
　
や
ヌ
ヨ
く
　
ヨ
　

（
気
）
は
螺
い
賦
込
み

　
（
　
で
づ

予
定
納
税
の
減
額
承
認
申
請

　
所
得
税
の
予
定
納
税
の
滅
額
承
認

申
請
を
す
る
に
は
ど
う
す
る
か
、
ど

う
い
う
場
合
に
認
め
ら
れ
る
か
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
。

①
ま
す
本
年
六
月
一
日
の
現
況
で
昭

和
三
十
五
年
中
の
所
得
を
見
積
り
税

額
を
自
分
で
計
算
す
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
税
額
が
基
準
額
よ
り
低

『
い
と
き
に
は
低
く
な
る
理
由
を
は
っ

き
り
さ
せ
た
う
え
減
額
承
認
の
申
請

｝
書
を
六
月
中
に
税
務
署
へ
出
せ
ば
よ

誘
蕩
泉
し
韻
馨
羅
は

㎜
税
務
署
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
税
務

㎜
署
で
は
前
年
の
所
得
金
額
か
ら
退
職

一
所
得
、
山
林
所
得
、
譲
渡
所
得
、
一

一
時
所
得
な
ど
い
わ
ば
臨
時
的
な
所
得

｝
を
養
引
い
て
基
雌
額
を
出
し
ま
た
、

「昨年
の
災
害
で
税
金
の
減
免
を
受
け

た
　
に
は
　
に
は
　
お
を
ダ
け
る
　

｝一
の
髪
蓬
し
て
嚢
た
し

一
ま
す
．

、
②
滅
額
承
認
の
申
請
は
原
則
と
し
て

つ
ぎ
の
よ
う
な
理
由
が
あ
れ
ば
認
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
①
休
廃
業
、
転
失
業
で
所
得
が
減

　
る
場
A
口

　
②
納
税
者
や
そ
の
家
旅
が
病
気
で

　
医
療
費
が
か
さ
む
場
合

　
③
災
害
な
ど
で
資
産
に
損
害
を
受

　
け
た
場
合

　
④
結
婚
、
出
生
で
扶
養
親
族
が
増

　
え
た
場
A
・

　
⑤
寡
婦
、
老
年
者
、
障
害
者
な
ど

　
税
額
控
除
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

　
た
場
合

　
⑥
業
況
が
不
振
で
自
分
で
見
積
ら

　
れ
た
所
得
に
対
す
る
税
額
が
予
定

　
納
税
基
準
額
の
七
割
以
下
に
減
る

場
合

　
な
お
7
、
の
ご
と
に
つ
き
ま
し
て
解

ら
な
い
点
は
遠
慮
な
く
税
務
署
へ
相

談
し
て
下
さ
い
。

今月の納税

市民税（第1期）

　6月30日
国民健康保険料（第2期）

　6月30日

蔓
、
亀
亀
ミ
、
ミ
、
ミ
ミ
亀
亀
ミ
ミ
、
ミ
ミ
、
塵
亀
、
ミ
ミ
ミ
ミ
、
亀
亀
ミ
ミ
ミ
、
ミ
、
軸
亀
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
隔
亀
ミ
、
ミ
，
ミ
ミ
・
亀
亀
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
亀
嫡
、
ミ
、
ミ
、
ミ
、
亀
働
ミ
ミ
、
ミ
ミ
、
茎
、
ミ
ミ
ミ
篭
a

‘
麹
亀
ミ
ミ
ミ
、
く
亀
亀
ミ
、
ミ
ミ
、
ミ
鞠
亀
、
ミ
、
ミ
、
ミ
、
軸
喚
ミ
ミ
、
ミ
ミ
、
瞳
亀
ミ
ミ
、
ミ
ミ
、
h
『
亀
、
ミ
9
、
く
ミ
ー
難
ミ
・
ミ
ミ
・
ミ
廻
亀
、
、
、
、
芝
、
ミ
亀
亀
、
、
ミ
ミ
ミ
、
、
瞳
馳
、
、
≒
ミ
ミ
ミ
亀

35年度

国
、道

　
本
市
に
お
け
る
国
、
県
事
藁
と
し

て
本
年
度
実
施
さ
れ
る
各
種
事
業
が

つ
ぎ
の
と
お
り
内
定
い
た
し
ま
し
た

◇
堤
防
工
事
　
災
害
復
旧
で
は
城
之

　
古
一
二
〇
〇
万
円
、
十
日
町
二
七

　
〇
万
円
、
中
条
鶴
島
上
流
三
〇
〇

　
万
円
、
下
条
蟹
沢
三
二
〇
万
円
。

等
で
い
す
れ
も
根
固
工
事
で
あ
り
ま

す
。
契
新
規
に
下
条
蟹
沢
堤
防
の
か

さ
あ
げ
一
八
O
米
八
三
万
円
、
高
島

の
護
岸
根
固
め
一
七
〇
米
四
八
O
万

円
、
中
条
大
井
田
川
河
口
奮
．
扉
一
五

〇
米
二
二
〇
万
円
、
廿
日
城
堤
防
延

長
四
一
六
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。▽

道
路
工
事

市
内
の
国
遭
改
修
は
国
と
県
の
協
力

を
得
て
着
女
進
渉
し
て
お
り
ま
す
。

中
で
も
山
本
地
区
の
道
路
改
修
は
、

巾
十
一
米
、
長
さ
七
三
三
米
、
家
屋

の
移
転
七
七
戸
、
工
事
費
二
千
八
百
’

三
十
一
万
円
に
及
ぶ
県
下
で
も
例
の

な
い
画
期
的
の
大
事
業
で
、
あ
り
ま
し

．
た
。
こ
の
工
事
は
本
年
が
三
ヵ
年
計

画
の
完
成
の
年
に
当
っ
て
お
り
、
今

』
ま
で
山
瓜
地
区
の
期
成
同
盟
会
を
中

一
心
に
地
元
の
方
六
の
並
六
な
ら
ぬ
協

．
力
に
よ
り
殆
ん
ど
事
故
ら
し
い
事
故

も
な
く
工
事
が
進
ん
で
い
る
こ
と
は

今
後
の
県
下
に
お
け
る
道
路
工
事
の

県
事
業
内
定

路
舗
装
も
決
る

モ
デ
ル
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
皿
道
路
も
今
秋
に
は
全
く
．
面
目
を
一
新
，

本
年
施
行
ざ
れ
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
工

事
は
本
町
通
り
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と

違
っ
て
五
倍
の
費
用
を
必
要
と
す
る

本
式
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
路
と
な
り

ま
す
。
魔
の
道
路
と
言
わ
れ
市
内
の

一
つ
の
ガ
ン
で
あ
っ
た
山
本
地
内
の

皿
す
る
こ
毛
し
ょ
う
・

㎜
更
に
川
治
地
区
に
お
い
て
は
、
昨

【
年
よ
り
道
路
改
搬
の
促
進
期
成
同
盟

要
作
り
、
聖
代
塗
鑑
じ
て

皿
強
力
な
運
動
を
進
め
て
お
り
ま
し
た

『
が
、
本
隼
羽
根
川
よ
り
三
百
万
円
の

工
事
費
が
内
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
今
秋
は
、
国
の
道
路
五
ヵ
年
計
画

に
入
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の

工
事
が
本
決
定
に
な
る
と
約
七
千
万

．
円
の
工
事
費
に
よ
り
川
治
地
区
の
道

路
は
山
本
地
区
に
次
い
で
十
一
米
の

見
違
え
る
よ
う
な
道
路
に
な
る
予
定

で
す
。

　
こ
の
外
四
日
町
新
田
か
ら
四
日
町

に
至
る
道
路
の
舗
装
も
、
地
元
の
熱

意
に
よ
り
、
本
年
は
七
百
万
円
余
り

の
工
事
費
で
約
四
百
五
十
米
着
工
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
従
っ

て
大
井
田
小
学
校
前
ま
で
、
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
は
延
び
る
予
定
で
す
。

【
写
裏
は
整
備
さ
れ
た
山
本
地
内
の

道
路
】
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
お繍
叢

　
　
　
　
　
　

難
蕪

　
　
　
　
榊
跳

　
　
鍵

購籍．

今
月
の
こ
よ
み

◇
有
料
燐
製
剤
危
害
防
止
運
動

　
（
七
月
三
十
一
日
ま
で
）

◇
け
し
不
正
栽
培
防
止
運
動
（
七

　
月
三
十
一
日
ま
で
）

◇
歯
の
衛
生
週
間
（
十
日
ま
蚕
）

◇
高
圧
ガ
ス
危
害
防
止
週
間
（
十

日
ま
で
）

◇
第
二
回
水
道
週
間
（
十
二
日
ま

で
）

◇
二
級
建
築
士
試
験
（
十
一
、
十

　
二
日
高
田
、
長
岡
、
新
潟
）

◇
三
国
女
道
開
通
一
週
半
（
十
四

日
）

◇
夏
の
健
康
を
守
る
運
動
（
二
十

畜
産
技
術
伝
習
会

　
　
　
　
　
　
六
月
か
ら
県
種
畜
場
て

・
県
種
畜
場
主
催
の
昭
和
三
十
五
年
｝

　
一
日
か
ら
七
月
二
十
日
ま
で
）

◇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
入
二
士
三

日
）

◇
地
方
第
七
回
関
東
プ
ロ
ッ
ク
特

　
売
品
展
即
売
会
（
二
十
四
日
か

　
ら
二
十
九
日
ま
で
新
潟
大
和
デ

パ
ー
ト
）

◇
救
ら
い
の
日
（
二
十
五
日
）

◇
全
国
高
校
陸
上
競
技
選
手
権
信

　
越
大
会
（
二
十
六
日
新
潟
）

W
行
ぢ
二
つ
の
徴
収
漢

》
発
御
が
あ
り
穿
．
矯

　
レ
　
　
ヤ

　
》
童
日
～
徴
収
は
給
与
所
得
に

W
令
窒
い
て
そ
婁
所

岬
の
岬
を
指
、
定
し
て
宴
わ

｝
税
齢
訪
継
漸
灘

｝
民
｝
収
に
よ
っ
て
要
わ

｛
市
鴇
黎
す
蒔
鍵

ヂ
し
に
つ
い
て
は
吾
一
二

十
一
日
ま
で
に
え
れ
ぞ
れ
の
串
業
所

宛
に
通
矧
し
て
あ
り
ま
す
の
で
今
回

の
令
書
は
普
通
徴
収
分
で
あ
り
ま

す
。
市
民
税
の
税
率
、
控
除
額
は
前

年
と
同
じ
で
あ
り
ま
す
。
県
民
税
の

税
率
は
前
年
よ
り
六
パ
ー
セ
ン
ト
下

廻
っ
て
い
ま
す
。
令
書
は
今
年
度
は

各
納
期
毎
（
四
回
）
に
発
行
さ
れ
ま

㎜
す
。
異
動
、
重
複
等
に
つ
い
て
賦
課

一
期
日
が
三
十
五
年
一
月
一
日
現
在
で

，●》｝｝｝》》｝》『

』について1
．．》》》｝｝｝～～・

　
三
十
五
年
度
市
民

税
の
税
額
が
渓
定
し

ま
し
た
の
で
十
五
日

頃
令
書
が
発
送
さ
れ

ま
す
。
市
民
税
は
普

通
徴
収
、
持
別
徴
収

あ
り
ま
す
の
で
現
任
ま
で
に
市
内
に

一い
な
い
方
、
町
内
異
動
に
よ
っ
て
他

の
町
内
に
移
転
し
た
方
、
住
所
不
定

の
方
な
ど
ま
た
特
別
徴
収
と
裏
霞

　
（
住
民
登
録
の
無
届
そ
の
他
に
よ
り

重
複
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
）
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
方
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
配
布
さ
れ
た
令
書
を
そ
の
ま
＼

に
せ
す
理
由
を
付
し
て
阜
急
に
嘱
託

員
、
納
税
組
合
長
反
は
直
接
市
役
所

へ
ご
連
絡
下
さ
る
と
と
も
に
令
書
を

お
返
し
下
さ
い
。
そ
の
他
令
書
の
裏

面
を
よ
く
お
読
み
の
上
疑
問
や
不
明

の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
税
務
課
市

せ
下
さ
い
。

国
勢
調
査
が
十
月

　
一
日
に
あ
り
ま
す

　
十
月
一
日
午
前
零
時
を
時
点
と
し

て
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
度

の
調
査
は
十
年
目
乙
と
に
行
わ
れ
る

大
規
模
調
査
で
あ
り
ま
た
国
連
勧
告

に
よ
る
一
九
六
〇
年
世
界
人
ロ
セ
ン

サ
ス
計
圃
の
一
環
で
も
あ
り
ま
す
。

調
査
が
完
了
す
る
の
は
三
十
八
年
の

予
定
で
予
算
は
約
十
一
億
五
千
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
は
つ
ぎ
の
　
ゆ
　
　

に
よ
ぞ
麗
さ
れ
ま
す
か
畠
呈

者
は
所
定
．
の
手
続
き
を
と
っ
て
市
産
㎜

業
課
翼
は
直
接
県
種
畜
場
へ
お
申
込
㎜

『
み
下
さ
い
・
　
　
　
　
一

　
一
、
資
格
旺
年
令
、
職
藥
、
性
別
は
㎜

　
問
わ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
一

二
、
手
続
腎
履
歴
曹
を
添
付
し
た
願
・

婁
題
醒
霧
蕩
麹

　
提
出
す
る
。

三
、
許
可
通
知
旺
願
警
に
基
い
て
せ

　
ん
衡
の
上
許
可
し
伝
習
会
十
日
前

　
迄
に
本
人
に
通
鄭
す
る
。

四
、
携
行
品
旺
作
業
服
、
日
用
品
、

　
筆
記
具
、
ゴ
ム
長
靴
叉
は
地
下
足

　
装
。

五
、
そ
の
他

　
イ
、
各
伝
習
会
に
所
要
事
項
を
許

　
　
可
通
知
と
共
に
連
結
す
る
。

　
ロ
、
受
講
者
に
対
し
て
終
了
後
受

　
　
講
羅
書
を
変
付
す
る
。

　
ハ
、
履
歴
書
、
願
書
は
イ
ン
ク
轡

　
　
で
差
友
え
な
い
。
用
紙
は
更
半

　
　
紙
大
、
封
筒
に
は
必
す
「
伝
習

　
　
会
願
曹
」
と
朗
記
す
る
。

伝
　
畜
習
　の
　
見

生
産
　
給
魯 飼

育
伝
習

頁
伝
習

ヨ 譲
伝
習

伝
習
会
名

会　方 会　料 会 会 会
第 第 第 第 第 第 第 第 回
八 七 六 五 四 コ

ー 二 一 別
回 回 回 回 回 回 回 回

八
・
↑
全
。

下
三
1
で
竃

＝
⊥
六
i
＝
⊥
七

＝
毛
i
＝
人

三
卒
早
七
i
亭
δ

で
五
量
丁
八

＝
三
八
i
＝
畜
δ

察
毛
央
三
才
い
＿

期
日

コ
ー 三 二 二 四 四 コ

ー 三 日
数

一
一
一
〇

コ
ー
O

三
〇

三
〇

三
〇

三
〇

コ
ー
O

冒
一
〇

人募
員集

唱
・
呂

苓
一
一
＿
．…＝5＿＿＿

6
↓
＿ δ

δ
⊥
δ

雪
螢
！
δ

卒
一
互

＝
ム
』

察
＿
＿
堂
＿

悪
切
書

　「　　　　　　　　　　　　　　暫一
豚
　審
σ）　査
の草栽自
隼培給

累
め

累
牛
査　実
最　習

乳
牛 霧譲 牽藤

見　と り改　肥 ん の 近 、　の 肉　事 間　；事

高譲 力良自料　給些
羊
の

選
定

の　繁
人　殖

飼
養
加　情
工　　、

題　情
、　　　　　、 伝

実　　’ 貯飼産 選 、 ］二　の と 法　肉 自　繁
習　乾 定 同 受　生 管 豚 給　殖
牛 鶴潔 、

実 精　理 理 の 藤歴 習
の 料中計 肥 習 ’　分 、 作
見 の心の 育 肥 隼 り に　作
方 あと立 飼 育 碧稗 方 つ　　り 会
、 りして 料 の 作　疾 の 肥 い　方
和 方た方 、 方 物　病 育 育 て　繁
隼
の
サ水’
イ田肥

肥
育

法 ¢）　と

栽　予
成
、

法
、

殖
法
内

見 レ裏料 羊 培　防 搾 屠
、

方 1作作 の ’　乳 殺 飼 容
ジ’物 管 乳 の 解 養
’牧と 理 牛 理 体 管
乾草そ
草との

の 論
と

理

生
・
知
板

　
福
祉
年
金
の
現
況
届

　
を
お
早
く

　
老
令
、
障
害
、
母
子
各
福
祉
年
金

の
現
況
届
を
六
月
中
に
提
出
し
て
い

た
だ
く
よ
う
前
月
の
市
政
だ
よ
り
で

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
事
務
処
理

の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
お
そ
く
も

本
月
二
十
日
ま
で
に
届
け
る
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。
用
紙
は
福
祉
事
務
所

反
は
各
出
張
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
か
ら
印
鑑
と
年
金
証
書
及
び
手
数

料
（
四
〇
円
～
一
二
〇
円
）
を
持
参

し
て
下
さ
い
。
尚
こ
の
届
を
し
な
い

と
こ
の
次
か
ら
年
金
を
も
ら
え
な
く

な
り
ま
す
か
ら
忘
れ
な
い
で
届
け
で

下
さ
い
。

　
土
地
家
屋
調
査
試
験

　
昭
和
三
十
五
年
土
地
寡
屋
調
査
試

験
が
来
る
八
月
七
日
（
日
曜
日
）
に

新
潟
地
方
法
務
局
の
指
定
す
る
場
所

で
行
な
わ
れ
ま
す
。
土
地
塚
屋
調
査

士
は
他
人
の
依
頼
を
受
け
て
土
地
反

は
家
屋
に
関
す
る
調
査
、
測
量
叉
は

申
告
手
続
を
す
る
こ
と
を
榮
と
す
る

も
の
で
あ
っ
て
年
令
性
別
の
如
何
を

問
わ
す
何
人
で
も
受
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
新
潟
地
方
法
務
局
は
六

月
四
日
か
ら
試
験
を
受
け
よ
う
と
す

る
人
は
受
験
申
請
唐
を
提
出
し
て
下

馨
．
尚
詳
細
は
霧
局
＋
昆
出

張
所
添
、
お
た
す
ね
下
さ
い
。

　
結
核
定
期
健
康
診
断

　
結
核
の
恐
し
さ
は
皆
さ
ま
よ
く
乙

存
じ
で
あ
り
ま
す
。
自
分
で
知
ら
な

い
間
に
罹
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
年
一
回
は
必
ず
定
期
結
核
健

康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
市
内
の

結
核
健
康
診
断
は
つ
ぎ
の
と
お
り
実

施
い
た
し
ま
す
が
詳
細
な
日
時
、
場

所
に
つ
い
て
は
回
．
章
並
び
に
個
人
通

知
書
に
印
刷
し
て
配
布
し
ま
す
。

　
▽
六
月
中
　
十
日
町
山
地
、
美
女

　
　
木
、
中
条
里
地
、
川
治
地
区

　
▽
七
月
中
　
島
、
江
道
、
猿
倉
、

　
　
津
池
、
新
座
、
大
井
田
、
中
条

　
　
山
地
、
下
条
地
区
、
吉
田
地
区

　
▽
九
月
中
　
十
日
冊
里
地

輔

騨遡藷

　
金
融
懇
談
会

　
県
信
用
保
証
協
会
十
日
町
麦
所
で

葬
日
織
物
藷
昊
城
県
保
蕩

｝
会
長
を
招
き
金
融
懇
談
会
を
開
く
。
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昭和35年6月10日　　（金曜日） ②

ミ
1　私達の生活になくてはならな
1い水道を、みんなに理解しても

、らうため．第二回水道週問が六
ξ
日から十二日まで全国で行われ

ています。水ほど私達の生活に

密接な関係を持つものはありま
せん。 6月6日◆12日

市内の水道

普及状況

　　　＼吉田5
　　1諜

瞬
　給水区域

箔
火
栓
蕎
羅
威
カ
ー

V

下条
臼
＼

＿
、・）・一、ノ

・
ヘ
マ
／

中
｛
田
’
冶
＼
・

　
鳥
佃
＼
川
＼
㌧
六
箇

鈴
・
㌧
ヤ

給水普及率

871

世界主要都市の1人1日当り

給水実績
一一単位！一・

5SO

465
448
418
「 繊

559348

～50210

ゆD

シ　　ニ　　パ　縦大神名東

　　　　　　吉ヵ　　　1　　　リ　浜阪戸　京

　ヨ　　　　　　犀
　1ゴ　　ク　　　　市市市右趨

ロハq．噌』

ン．ン　6
プ1

ド
伊
レ
　

町’

ングマ粛

既給水

52．85％

i萎i藁ラri臓萎i

これからは伝染病が流行する

シーズンですが，水道水は伝染

病を予防するばかりでなく、日

常生活を健康明朗なものにし
文化生活に大切な役割を果しまミ

す。一杏でも多く水道を利用しミ

ましよっ◎　　　　　　1
　　　　　　　　　～
　　ビ6ノ研“～》｝＾ン

　　1明水l

lる遡
　　1　で1
　　ミいAl
　　ン　　ワ～
　　1ム，　　～

　1ロ日1　　ち　　　　　　　　　　　　　の

　1所もi
　》　　↓　　｛

過去3年間の水道と

伝染病との関係

　数
2．34％

　みんなて手を
《一一

　洗いましょう

水
道
は
私
た
ち
を
伝
染
病
か
ら
守
つ
て
く
れ
ま

す
。
十
日
町
市
は
水
道
布
設
以
前
赤
痢
が
よ
く

流
行
し
ま
し
た
が
、
水
道
が
入
つ
て
か
ら
急
速

に
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
左
の
図
は
過
去
三
年

間
の
水
道
と
伝
染
病
と
の
関
係
を
あ
ら
わ
し
た

も
の
で
す
が
、
給
水
区
域
外
の
罹
病
者
は
八
十

％
給
水
地
区
域
内
で
は
十
八
％
又
水
道
を
使
つ

て
い
る
者
は
わ
ず
か
に
二
・
三
％
と
い
う
低
率

で
よ
い
水
に
よ
つ
て
伝
染
病
の
発
生
が
い
ち
じ

る
し
く
減
つ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

…水道を布設することによつてこれまで遠い所

から水を運ぶために使つていた時間を他の仕

事や教養に活用できるようになります。　（節

1約された時間を100として・どの方面にどれ

だけ活用されているのかの割合を示す）又水

1道を引いたことによつて、その結果おのずか

ら台所や風呂を改善することになり、つまり

i生活改善が自然のうちに行われます。

節約された時間の利用

譲
　　レクリェ　　　・麟総

　　　　　　　　の　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　

　　　ンヨ　　　　圏叛
　　　　　　　　じ　　の　　　　　　　．■　．0
　　　14％　教
その他 ρ　o●●●

・：：：iiiii三iiii＝i仕　事iii舘iiiiiiσ
・＝：：：｝：：：：：：：：：：：：：：●●！：；i．…‘＝：：：＝：：＝＝：：●

。：：…ii辮ii辮i43％三iiii三辮…：

　　●・●・●●●●●●●●●●●06■、■●●●●．oo●●●■●

水道がないため、井戸水や川水

を使つている人々は約5千万人

（54％）もいます。早く水道を

引いて明るく健康な生活が出来

るようにしましよう。

水くみの苦労をなくしよう

「

0
6

、
0

ゲ2

ン

憧

鍬

k
ゴ
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（金曜日）、昭和55年6月10日りよだ政市町日十（魏礫易絹）（特集号）第44号（3）

補
助
起
債
の
見
通
し
つ
く

　
　
　
　
来
月
上
旬
に
着
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
．
館
二
つ
の
小
学
校

懸
楽
の
十
日
町
小
学
校
と
六
箇
小

学
校
の
建
築
が
、
い
よ
い
よ
軌
道
に

粟
っ
て
さ
ま
し
た
。

　
学
校
建
築
に
対
す
る
国
庫
補
助
金

の
ワ
ク
が
、
伊
勢
湾
台
風
や
、
中
学

生
の
激
増
対
策
な
ど
の
影
響
で
半
減

し
た
た
め
、
十
日
町
小
学
校
と
六
箇
．

小
学
校
の
補
助
、
起
債
も
犬
巾
に
圧

縮
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
憂
慮
さ

れ
、
こ
れ
が
確
保
に
つ
い
て
、
市
長

が
陣
頭
指
揮
で
関
係
方
面
に
猛
運
動

を
つ
〉
け
て
い
ま
し
た
が
こ
の
ほ
ど

交
部
省
よ
り
割
当
の
内
示
が
あ
り
、

ほ
y
子
定
通
り
の
補
助
、
起
債
が
許

司
に
な
る
模
様
で
、
建
築
の
前
途
に

朋
る
い
見
通
し
を
も
つ
ご
と
に
な
り

融爪へ鹸十日町小学校位置図

畑
船

　
　
　
八

ま
し
た
、

　
内
示
に
よ
り
ま
す
と
十
日
冊
小
学

校
は
八
百
十
八
万
一
千
円
の
補
助

（
建
築
坪
数
五
〇
七
坪
の
う
ち
補
助

対
象
坪
数
四
五
〇
坪
）
で
補
助
率
八

五
％
六
箇
小
学
校
で
は
三
百
八
十
二

万
九
千
三
百
円
の
補
助
（
建
築
坪
数

三
四
一
坪
の
う
ち
二
八
四
坪
が
補
助

一
の
対
象
に
な
っ
て
お
り
（
こ
の
う
ち

校
舎
が
二
二
四
坪
屋
体
六
〇
坪
）
九

一
％
と
い
う
補
助
率
で
い
す
れ
も
予

想
以
上
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
両
校
と
も
七
月
上
旬
着
工
を
目
途

と
し
て
、
六
箇
小
学
校
は
市
建
設
課

で
、
十
日
町
小
学
校
は
、
東
京
の

　
「
日
建
設
計
、
工
務
事
務
所
」
で
、
そ

璽綿
　一　’　’一

れ
ぞ
れ
設
計
の
仕
事
を
進
め
て
い
ま

す
。
　
十
日
町
小
学
校
の
場
合
、
さ
き
に

一
日
建
設
計
の
技
師
が
現
地
調
査
を
行

っ
た
結
果
に
基
い
て
作
成
し
た
設
計

の
原
案
が
送
ら
れ
て
き
た
の
で
、
目

下
関
係
者
の
間
で
検
討
が
加
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
新
し
い
設
計
案
は
①
自
然
の
地
形

を
合
理
的
に
利
用
す
る
②
整
地
は
校

舎
敷
地
を
二
段
に
し
、
屋
外
グ
ラ
ン

ド
の
高
低
差
を
利
用
す
る
③
校
舎
の

内
部
は
、
一
階
に
一
年
生
と
二
年
生

二
階
に
三
年
生
と
四
年
生
、
三
階
に

五
年
生
と
六
年
生
を
収
容
す
る
よ
う

各
学
年
単
位
に
教
室
を
ま
と
め
る
④

特
別
教
室
を
独
立
さ
せ
る
⑤
屋
内
運

動
場
を
屋
外
グ
ラ
ン
ド
の
近
く
に
配

置
す
る
。

　
以
上
の
観
点
か
ら
、
図
の
よ
う
な

原
案
が
作
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
後
の

一
検
討
に
よ
っ
て
一
都
の
変
更
は
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
五
日
か
ら
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー

一
が
三
台
で
整
地
を
は
じ
め
て
お
り
、

遅
く
と
も
月
末
ま
で
に
は
完
了
し
、

七
月
上
旬
に
は
建
．
築
に
着
工
す
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

忘
れ
な
い
よ
う
に

　
　
　
　
　
六
月
十
日
は
大
火
記
念
日

　
六
月
十
日
は
十
日
町
の
大
火
記
念

日
で
す
。
い
ま
か
ら
六
十
年
前
の
明

治
三
十
三
年
六
月
十
日
午
後
十
一
時

一頃原
町
西
側
の
一
角
（
現
在
の
本
町

　一丁目

滝
交
前
附
近
）
か
ら
火
を
出

7
一

　　雑
舩へ

乙

膨

一
動

勿

鷺奮翻畔
　　η・

o

し
、
折
．
柄
の
強
風
に
あ
お
ら
れ
て
全

酊
ほ
と
ん
ど
焼
の
原
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
日
は
お
天
気
続
き
で
空
気

も
乾
燥
し
て
い
た
た
め
、
必
死
の
消

火
作
業
も
空
し
く
高
田
町
、
袋
酊
の

一
部
、
田
中
、
川
原
町
の
一
部
と
西

浦
、
五
ノ
町
の
一
部
を
残
し
て
翌
日

の
夜
十
時
ご
ろ
に
な
っ
て
よ
う
や
く

鎮
火
し
た
一
大
悲
惨
事
で
し
た
。
そ

の
損
害
は
別
記
の
と
お
り
で
す
が
、

こ
の
災
害
復
興
に
当
時
（
米
一
升
三

銭
の
頃
）
損
害
約
二
百
万
円
に
対
し

て
町
債
十
一
万
八
千
円
を
越
し
、
そ

の
返
済
ま
で
二
十
五
年
も
か
か
づ
た

と
い
う
ご
と
で
す
。
償
還
し
た
時
に

は
全
町
日
の
丸
の
国
旗
を
掲
げ
、
夜

解説

一　水
稲
の
新
ら
し
い
奨

励
品
種

◇
山
ひ
び
き
　
「
ウ
ル

チ
」
系
統
、
名
は
本
一
六
で
母
藤
坂

五
号
、
父
大
国
早
生
で
す
。
越
路
早

生
よ
り
成
熟
期
が
一
～
二
日
位
お
そ

い
早
生
で
す
。
苗
丈
は
短
か
く
健
実

に
育
つ
、
本
田
で
は
分
け
つ
少
く
一

穂
着
数
多
く
収
量
が
多
い
。
倒
伏
や

穂
は
発
芽
し
に
く
い
、
感
光
性
は
高

く
、
耐
冷
水
性
と
葉
イ
モ
チ
病
に
は

強
い
。
頭
イ
モ
チ
病
蔽
枯
摘
、
ゴ
マ

ハ
ガ
レ
病
に
は
稲
、
強
い
、
カ
ラ
バ

イ
の
被
害
は
少
な
く
根
腐
に
も
強
い

が
熟
色
が
よ
く
な
い
。
玄
米
は
や
＼

大
い
で
粒
揃
い
は
や
＼
よ
い
、
光
沢

は
や
N
乏
し
く
米
質
は
や
＼
良
好
で

あ
る
。
食
味
は
や
＼
佳
良
で
あ
る
。

適
地
は
山
間
地
一
円
及
び
平
場
の
浅

耕
、
済
薄
田
、
冷
水
掛
田
な
ど
の
不
良

は
楼
燈
寵
で
祝
賀
会
を
や
っ
た
と
の

こ
と
で
い
か
に
当
時
の
人
汝
が
苦
労

さ
れ
た
か
が
し
の
ば
れ
ま
す
。
「
災

害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」

と
い
わ
れ
、
女
火
災
保
険
事
業
の
統

計
で
も
大
火
は
六
十
年
周
期
に
一
回

だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
度
と
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
本
年
は
十

日
町
大
火
の
六
十
周
年
に
当
た
り
ま

す
。
今
日
上
水
道
の
完
備
と
共
に
消

防
機
構
も
完
備
し
、
か
つ
強
化
さ
れ

て
お
り
ま
す
た
め
に
最
近
は
大
き
な

火
災
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、

充
分
お
互
に
注
意
し
火
事
の
な
い
明

る
い
住
み
よ
い
街
に
い
た
し
ま
し
ょ

う
。

環
境
地
で
あ
る
。
栽
培
上
の
要
点
は

穂
数
が
少
く
雛
が
大
き
い
特
徴
を
活

用
し
て
密
植
す
る
。

◇
越
か
お
り
　
「
ウ
ル
チ
」
系
統
名

は
杢
二
で
母
農
林
二
二
号
、
父
新

四
号
で
す
。
ヤ
チ
コ
ガ
ネ
と
同
じ
成

熟
期
で
．
す
。
苗
丈
は
や
＼
長
い
田
植

後
の
活
着
は
よ
く
穂
数
も
多
い
、
穂

　
　
　
◎
◎
　
◎
◎
　
◎
◎

◎
十
日
町
大
火
損
害

一
、
焼
失
戸
数
　
　
　
　
七
五
二
戸

二
、
罹
災
人
口
　
　
三
、
八
八
二
人

三
、
焼
失
土
蔵
　
　
　
　
　
七
一
棟

　
　
　
　
　
（
半
焼
五
〇
棟
）

四
、
全
焼
納
屋
　
　
　
　
一
二
三
棟

五
、
避
難
人
員
　
　
三
、
六
〇
四
人

春
蚕
四
眠
お
き
後
の

取
扱
い

◎
桑
は
各
株
片
側
伐
採
の
間
引
収
穫

が
葉
を
充
実
さ
せ
、
桑
不
足
を
防
ぐ

最
良
の
万
法
で
す
。

◎
侭
桑
育
に
移
す
時
期
は
二
日
目
が

最
も
よ
く
野
外
育
の
場
合
も
ご
れ
と

同
じ
で
す
。

◎
五
令
三
日
目
ま
で
は
緊
飼
と
し
、

五
、
六
、
七
日
目
が
最
も
大
切
で
す

か
ら
桑
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
良
い

桑
を
充
分
喰
い
込
ま
せ
る
こ
と
。
山

桑
、
細
枝
は
上
ぞ
く
間
際
に
給
桑
す

る
。
◎
つ
ゆ
ど
き
の
夜
は
多
湿
を
さ
け
る

た
め
、
給
桑
前
に
切
藁
か
石
炭
を
撒

き
桑
の
量
を
控
目
に
し
翌
朝
は
補
温

し
て
か
ら
給
桑
す
る
。
低
温
、
冷
湿

に
長
く
あ
わ
せ
る
と
ウ
ミ
コ
や
頭
ス

キ
に
な
り
ま
す
。

◎
温
度
は
二
三
度
（
F
七
三
）
と
し

て
給
桑
時
保
温
し
喰
わ
せ
込
み
そ
の

窩
後
に
開
放
通
風
に
よ
り
蚕
座
の
乾

燥
を
図
る
。

◎
桑
座
面
積
は
五
令
四
日
目
に
最
大

の
一
六
〇
坪
と
す
る
。
遂
次
拡
座
は

繭
質
が
落
ち
ま
ず
。

◎
熟
蚕
が
そ
ろ
そ
ろ
出
始
め
る
七
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

位
で
粒
揃
い
が
よ
い
し
鉛
色
が
濃
く

て
光
沢
が
あ
り
、
米
質
は
良
好
で
越

光
を
し
の
ぐ
程
食
味
が
よ
い
。
土
地

を
選
ば
な
い
。
栽
培
上
の
要
点
は
分

け
つ
し
易
く
倒
伏
に
強
く
な
い
か
ら

窒
素
質
肥
料
の
過
用
を
し
な
い
よ
う

注
意
す
る
。

◇
千
秋
落
　
「
ウ
ル
チ
」
系
統
名
は

◎
◎
　
◎
◎

八
日
目
は
発
育
経
過
を
揃
え
る
た
め

給
桑
は
少
量
ず
つ
数
回
与
え
る
。
ま

た
条
桑
育
の
場
合
は
す
き
間
を
無
く

し
熟
蚕
の
這
上
り
を
よ
く
す
る
た
め

八
日
目
全
芽
給
桑
に
す
る
。

◎
適
熟
蚕
は
体
内
に
二
～
三
粒
の
糞

の
残
留
す
る
時
期
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
経
験
や
感
に
よ
る
色
別
が
大

切
で
せ
。
若
上
げ
を
す
る
と
繭
糸
量

が
減
り
、
ま
た
過
熟
蚕
は
王
繭
や
屑

繭
が
多
く
な
り
ま
す
。

◎
上
ぞ
く
温
度
は
二
三
度
で
吐
糸
量

が
最
も
多
く
、
こ
れ
に
よ
り
高
く
て

も
低
く
て
も
吐
糸
量
が
減
っ
て
の
ま

す
。
温
度
は
で
き
る
だ
け
乾
か
す
の

が
よ
く
、
尿
処
理
は
一
日
以
内
に
終

ら
せ
、
煉
炭
便
用
、
戸
障
子
の
開
放

に
よ
る
通
風
排
湿
に
努
め
ま
し
ょ
う

◎
選
繭
は
て
い
ね
い
に
繭
出
荷
は
九

日
目
が
適
期
で
す
。

“
。
『
～
，
も
喝
．
《
」
、
．
ポ
～
’
甲
．
5
》
・
墜

火
の
用
心

火
事
は
　
一
一
九
番

消
防
署
は

　
　
　
　
一
一
四
五
〇
番

　
＝
，
、
‘
．
イ
，
L
㌔
’
｝

　
　
調
理
師
講
習
会

　
　
　
申
込
は
六
月
二
十
五

　
　
　
　
日
ま
で

　
調
理
師
法
附
則
三
項
の
規
定
に
よ

り
調
理
師
講
習
会
を
本
年
二
回
開
催

の
予
定
で
す
が
開
催
予
定
期
は
九
月

と
十
月
で
受
講
希
望
者
は
六
月
二
十

五
日
ま
で
市
役
所
保
険
衛
生
諜
に
申

際
下
さ
い
．
尚
受
講
籍
は
昭
和

一
三
十
三
年
十
一
月
七
日
現
在
で
五
年

以
上
飲
食
店
、
食
品
仕
出
し
、
病
院

工
場
、
寄
宿
舎
、
集
団
給
食
そ
の
他

調
理
に
従
事
し
た
経
験
者
で
あ
る
こ

噌
；
9
覧
，
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
鴨
～
、
監
．
β
‘

頭
イ
イ
モ
チ
、
モ
チ
に
極
強
く
、
紋

枯
病
、
ゴ
マ
ハ
ガ
レ
病
、
根
腐
に
も

強
く
秋
落
田
に
適
す
る
。
反
カ
ラ
バ

エ
の
被
害
が
少
な
い
。
玄
米
は
日
本

海
よ
り
大
形
で
粒
揃
い
が
よ
い
。
光

沢
が
あ
っ
て
米
質
は
良
好
で
あ
る
。

適
地
は
平
垣
地
だ
け
。
栽
培
上
の
要

点
は
過
繁
前
に
す
る
と
草
ぼ
け
し
易 へ匿’喚げ鳥囁一ピ、，∩》、ノP一

と
、
夏
申
込
書
様
式
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。

水
稲
の
新
ら
し
い
奨
励
晶
種

は
大
き
〉
な
い
が
稔
実
が
よ
く
収
量

が
多
い
、
桿
は
細
長
く
、
や
、
倒
伏

し
易
い
。
穂
は
発
芽
し
に
く
い
感
光

性
が
や
＼
高
い
、
葉
、
穂
類
、
イ
モ

チ
に
は
や
＼
強
く
、
紋
枯
病
及
び
根

腐
に
強
く
、
カ
ラ
パ
エ
の
被
害
が
少

な
い
。
熟
色
は
鮮
れ
い
で
、
秋
落
田

に
も
適
す
る
。
玄
米
の
大
き
さ
は
中

　
　
　
　
　
◎
◎
　
　
◎
◎
　
　
◎
◎
　
　
◎
・
◎
　
　
◎
◎
　
　
◎
◎

本
二
九
で
母
関
東
五
三
号
、
父
農
林
く
、
自
菜
枯
．
柄
に
も
お
か
さ
れ
易
い

三
六
号
で
す
。
農
林
第
三
号
よ
り
成
の
で
窒
素
肥
料
を
多
用
し
な
い
よ
う

熟
期
が
一
日
位
早
い
晩
牛
で
す
。
苗
注
意
す
る
。

の
生
育
は
健
全
で
す
。
本
田
で
は
や
◇
初
祝
も
ち
　
「
も
ち
」
系
統
名
母

や
多
い
、
長
稗
で
太
く
強
朝
で
倒
伏
儒
六
号
と
レ
イ
陸
第
一
代
、
父
儒
系

に
強
い
、
着
粒
数
は
少
な
い
が
稔
実
七
五
号
（
三
元
交
配
）
で
す
。
越
路

が
よ
く
、
大
粒
で
収
量
が
多
い
感
光
早
生
と
同
じ
成
熟
期
の
極
皐
生
で
す

性
高
く
熟
色
は
鮮
れ
い
で
あ
る
。
葉
草
丈
が
短
か
く
健
実
で
育
苗
が
容
易

望の月

　　　　　　調理師講習受希望申込書　　　（様式）

継糧1氏　剖鱗躾灘劃内容嘩数鞍

日］

　
　
　
　
　
殿

　
　
　
　
　
吉

す
日
名
名
謙

ま
　
落

み
　
部
氏
山

上記の通り申し込
　　昭和35年6月

　　　　町名叉は

十日町市長　村

で
あ
る
本
田
の
分
け
つ
力
は
や
＼
弱

い
が
茎
が
大
く
健
実
な
生
育
を
す
る

穂
数
は
多
く
は
な
い
が
一
穂
の
着
粒

数
が
多
く
、
稔
実
が
よ
い
の
で
収
量

が
多
い
、
感
光
性
が
低
い
。
稗
は
太

く
て
短
か
い
が
や
＼
脆
い
。
イ
モ
チ

病
に
は
極
強
で
あ
る
が
紋
枯
病
に
弱

く
ゴ
マ
ガ
レ
病
に
は
や
＼
弱
い
。
カ

ラ
パ
エ
の
被
害
が
少
な
い
が
下
葉
の

枯
上
り
が
多
い
、
玄
米
は
や
＼
小
形

で
粒
揃
が
よ
く
、
よ
く
は
ぜ
、
米
質

は
良
い
、
も
ち
質
は
ね
ば
り
強
く
舌

ざ
わ
り
が
な
め
ら
か
で
美
味
で
あ
る

土
地
を
選
ば
な
い
。
栽
培
上
の
要
点

は
穂
数
は
少
な
く
、
穂
が
大
き
い
特

徴
を
生
か
し
、
密
植
に
す
る
。
窒
素

肥
料
の
過
用
を
さ
け
、
適
正
な
水
の

か
け
引
き
を
す
る
。

　
　
×
　
　
　
　
　
X

　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×

　
　
中
小
企
業
の
設
備
資
金
貸
付

中
小
企
藁
の
設
備
の
近
代
化
を
図
る
た
め
県
で
は
「
中
小
企
業
振
興
資
金
」
レ
」
「
中
小
工
業
設
備
近
代

化
資
金
」
の
二
つ
の
貸
付
制
度
を
も
っ
て
設
備
資
金
の
貨
付
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
の
あ
ら

ま
し
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
が
、
こ
の
資
金
の
貸
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
企
業
者
は
設
備
計
画
を
充
分

検
討
の
上
申
請
手
続
き
を
と
っ
て
下
さ
い
。

　
　
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金
貸
付
制
度
の
概
要

項
　
　
　
　
目

中
小
企
業
振
興
資
金

中
小
工
業
設
備
近
代
化
資
金

ω
根
拠
法
規

中
小
企
業
振
興
資
金
助
成

法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律

一
一
五
号
）

鑛
鱗
聡
羅
踊
粟
雛

潟
県
規
則
第
二
十
五
号
）

図
貸
付
対
象
の
要

　
件

麟
μ
霧
罐
舖
鵠
装
裟
艸
謎
講
皆
躾

業
経
歴
を
有
す
る
も
の

備設種業象対⑧

対
象
業
種

対
象
設
備

生
産
、
製
造
工
業
で
あ
つ
て
、
指
定
の
業
種

近
代
化
に
よ
つ
て
、
品
質

の
向
上
コ
ス
ト
の
引
ぎ
下

げ
等
経
済
的
効
果
が
あ
り

生
産
工
程
上
重
要
な
も
の

で
あ
つ
て
、
性
能
が
優
秀

で
あ
る
も
の
う
ち
指
定
の

設
備

　
　
同
　
　
　
　
　
　
上

（
但
し
特
に
設
備
の
指
定
は
な
い
）

㈲
貸
　
付
　
率

設
備
の
設
置
に
要
す
る
金

額
の
二
分
の
一

設
備
の
設
置
に
要
す
る
金
額
の
三

分
の
二
以
内

⑤
貸
付
額
の
範
囲

一
企
業
当
り
原
則
と
し
て

一
〇
万
円
以
上
三
〇
万
円

以
下

一
企
業
当
り
原
則
と
し
て
一
〇
万

円
以
上
一
〇
〇
円
以
下

愚
置
欄
舗
貸
付
し
た
日
の
翌
日
か
ら

一
力
年
据
置
き
、
四
年
均

等
割
年
賦

鶴
製
鵬
饗
諦
齢
年
度

ω
利
　
　
　
子

無
　
　
　
利
　
　
　
子

年
利
四
　
分
八
　
厘

⑧
連
帯
保
証
人

以
上
と
す
る

構
醐
騰
蟹
鍵
麗
遜
麗
犠
欄
驚

⑨
担
　
　
　
保

現
在
の
処
、

件
は
な
い

物
的
担
保
条
轟
欝
欝
金
相
当
額
以
上
の
担

⑯
損
害
保
険

す
る
。
繍
鹸
豫
罐
鴨
野
搬
蕪
鰍
訟
纒
雛
証
趙

⑪
契
約
方
式

罐
慢
端
蟹
難
燦

場
合
は
、
公
正
証
書
と
す

る

蠣
繋
離
儲
繕
煮
欝

設
定
契
約
証
書
と
す
る

輪
請
書
の
講

市
役
所
産
業
経
済
課

同
　
　
　
　
　
　
上

②①

貸
付
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
の
内
定
は
、
概
ね
八
月
中
旬
の
見
込
み
で
す
。

対
象
設
備
は
、
原
則
と
し
て
昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
以
降
に
お
い
て
着
工
し

昭
和
三
十
六
年
三
月
末
日
ま
で
に
完
成
す
る
も
の
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
●
o
｛
t

十
日
町
市
営
公
盆
質
舗
貸
付

規
定
に
つ
い
て

十
日
町
市
営
公
益
質
舗
貸
規
定
に

つ
い
て

一
、
営
業
時
間
　
午
前
八
時
半
か
ら

　
午
後
五
時
ま
で

一
、
休
日
　
毎
週
土
曜
日
の
午
後
及

　
　
び
日
曜
日
そ
の
他
祝
祭
出

一
、
貸
付
額
　
一
世
帯
に
つ
き
二
万

　
　
円
以
内
（
一
回
）
一
万
円
以
内

一
、
利
子
　
月
三
分
半
月
計
算

　
　
但
し
生
活
扶
助
世
帯
は
月
二
分

一
、
質
物
衣
類
、
装
身
具
、
家
具

　
　
無
記
名
債
券
そ
の
他
一
般
動
産

一
、
流
質
期
限
　
四
六
月

＝
、
天
災
、
事
変
、
鼠
喰
、
班
痕
、

　
変
色
は
そ
の
青
任
を
負
い
ま
せ

　
ん

一
、
ご
利
用
に
な
る
場
合
は
飯
米
通

　
帳
憂
は
身
兀
証
明
書
を
持
参
下

　
さ
い

尚
当
分
の
間
貸
付
物
整
理
の
た
め

毎
週
水
曜
日
は
休
業
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
か
ら
ご
協
力
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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梅
雨
ど
き
か
ら
夏
を
健
康
に

解説
蕉1

安
静
栄
養
清
潔
が
た
レ
せ
つ

　
梅
雨
ど
き
か
こ
れ
以
上
に
な
れ
ば
人
体
の
機
能
は

ら
夏
に
か
け
て
弱
ま
っ
て
き
ま
す
。

は
身
体
の
調
子
皿
ピ
タ
ミ
ン
B
群
の
欠
乏
“

も
く
る
い
が
ち
　
　
身
体
の
機
能
が
ひ
ど
く
弱
ま
る
と

で
、
仕
事
の
能
　
．
夏
ま
け
に
紹
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

率
も
あ
が
り
ま
ま
た
ビ
タ
、
、
、
ン
B
群
の
欠
乏
に
よ
る

せ
ん
。
　
　
　
た
め
で
す
。
梅
雨
ど
き
に
は
冬
期
に

　
　
　
　
　
　
く
ら
べ
て
ビ
タ
ミ
ン
の
要
求
量
は
三

梅
雨
ど
き
か

ら
夏
に
か
け
て
倍
か
ら
十
倍
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
そ
れ
に
反
し
て
こ
の
ご
ろ
に
な
る
と

は
ど
う
し
て
も

操
が
だ
る
く
禰
．
麗
峯
霧
尋

簾
鎌
も
の
莚
よ
・
て
憂
こ
わ
す

の
為
で
す
。
　
　
機
会
が
多
く
な
り
、
消
化
管
の
ビ
タ

人
間
が
か
る
い
、
、
、
ン
吸
収
率
は
低
く
な
り
ま
す
。

仕
事
を
す
る
上
　
「
疲
れ
や
す
い
」
「
両
足
が
重
く
て

に
快
適
な
の
は
力
が
入
ら
な
い
」
「
肩
が
は
っ
た
り

気
温
十
八
度
か
筋
肉
が
い
た
む
」
「
指
さ
き
や
口
の

ら
二
十
度
、
湿
ま
わ
り
に
し
び
れ
を
感
す
る
」
「
ふ

度
五
〇
％
位
で
く
ら
は
ぎ
を
つ
か
む
と
い
た
い
」
と

　
こ
ん
ど
農
業
委
員
会

で
は
全
農
家
の
台
帳
を

作
る
と
い
う
大
仕
事
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
農
家
の

皆
さ
ん
か
ら
は
「
な
ん
の
た
め
に
こ

の
調
査
を
す
る
の
か
」
を
充
分
理
解

し
て
い
た
だ
き
調
査
に
対
し
ま
し
て

は
積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
す
第
一
に
こ
の
調
査

は
今
ま
で
多
く
行
わ
れ
た
国
や
県
の

、
行
政
資
料
と
し
て
の
統
計
を
つ
く
る

4
為
の
調
査
廼
な
く
曲
り
角
に
来
て
い

る
農
家
の
暮
し
と
経
営
を
ど
こ
か
ら

ど
の
よ
う
に
立
て
直
し
て
い
け
ば
よ

い
か
を
村
叉
は
部
落
で
考
え
る
の
に

必要な

資
料
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

い
た
N
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
個
女

の
農
家
の
経
営
状
態
を
調
査
し
よ
う

と
い
う
の
が
主
な
ね
ら
い
で
す
。
つ

ま
り
村
つ
く
り
運
動
が
や
＼
も
す
る

と
補
助
金
で
共
同
施
設
や
農
道
な
ど

を
作
れ
ば
そ
れ
で
も
う
お
し
ま
い
と

い
う
よ
う
に
”
金
の
き
れ
目
が
縁
の

き
れ
目
”
に
な
ら
な
い
よ
う
に
こ
の

農
家
台
帳
を
も
と
に
し
て
部
落
計
画

や
村
つ
く
り
を
も
コ
と
根
強
い
も
の

に
し
て
ゆ
こ
う
と
い
う
の
で
す
。
な

ん
と
い
っ
て
も
個
六
の
農
家
が
よ
く

な
る
の
で
な
け
れ
ば
い
く
ら
市
全
体

や
部
落
全
体
の
た
め
だ
と
い
っ
て
も

農
家
の
自
発
的
な
も
り
上
り
の
気
運

を
望
む
の
は
無
理
だ
か
ら
で
す
。
ま

た
そ
の
よ
う
な
こ
ん
然
と
し
た
気
運

な
し
に
は
せ
っ
か
く
作
っ
た
共
同
施

設
も
充
分
に
利
用
さ
れ
な
い
で
し
よ

う
。
ひ
と
口
に
言
え
ば
個
別
農
家
の

向
上
を
も
と
と
し
た
村
つ
く
り
計
画

の
基
礎
調
査
に
し
よ
う
と
い
う
わ
け

で
す
。
つ
ぎ
に
曲
り
角
に
き
た
農
家

の
暮
し
と
経
営
を
向
上
さ
せ
る
よ
う

な
農
政
の
基
本
を
確
立
す
る
た
め
の

資
料
と
す
る
目
的
で
あ
り
ま
す
。
こ

こ
数
年
農
産
物
は
全
般
的
に
値
下
り

傾
向
で
あ
り
農
家
所
得
の
大
黒
柱
で

あ
る
米
に
し
て
も

四
年
続
き
の
豊
作

な
ど
が
誇
大
に
宏

わ
れ
果
し
て
い
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽

ま
で
価
格
麦
持
政

策
が
続
け
ら
れ
る
か
、
従
来
の
方
式

で
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
情
勢
に
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
な
の
に

一
方
政
府
は
所
得
倍
増
論
を
打
出
し

て
お
り
、
こ
の
様
子
で
は
他
産
業
と

農
業
と
の
所
得
の
開
き
は
ま
す
ま
す

ひ
ど
く
な
ろ
う
か
と
心
配
さ
れ
ま
す

。
い
ま
こ
そ
政
府
が
農
業
不
振
の
原

因
を
し
っ
か
り
究
明
し
、
農
家
の
所

得
を
増
す
た
め
に
レ
っ
か
り
し
た
農

政
の
基
本
を
確
立
し
、
国
の
資
金
を

も
っ
と
牌
業
に
出
し
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
農
業

い
っ
た
よ
う
な
症
状
は
ビ
タ
、
・
、
ン
B

の
欠
乏
の
徴
候
で
す
か
ら
注
意
が
必

要
で
す
。

　
皿
こ
ん
な
時
の
対
策
“

　
梅
雨
ど
き
は
ま
た
ヒ
フ
か
ら
体
熱

の
発
散
が
十
分
行
わ
れ
ま
せ
ん
．
こ

れ
も
高
温
多
湿
が
原
因
で
す
。
そ
こ

で
身
体
に
熱
が
こ
も
る
と
熱
射
病
に

な
る
危
険
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か

体
力
の
低
下
に
よ
っ
て
、
結
核
性
の

病
気
が
悪
化
し
た
り
再
発
生
し
が
ち

で
す
。

　
梅
雨
ど
き
を
ど
ん
な
ふ
の
に
し
て

切
り
抜
け
る
か
と
い
う
と
、
ま
す
栄

養
と
休
息
が
第
一
。
昼
寝
を
す
る
と

か
、
夜
阜
く
休
む
と
か
、
ま
た
快
眠

が
で
き
る
よ
う
寝
具
を
清
潔
に
す
る

け
し
の
不
正
栽
培
を

　
　
　
　
　
　
　
　
防
止
し
よ

　
け
し
の
不
正
裁
培
を
防
止
す
る
た

め
六
月
十
五
日
か
ら
七
月
十
五
日
ま

で
全
国
的
に
防
止
運
動
が
実
施
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
け
し
植
物
の
正
し

い
取
扱
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

①
植
え
て
い
け
な
い
け
し

け
し
科
植
物
の
け
し
（
パ
パ
ヴ
エ

ル
、
ソ
ム
ニ
フ
イ
ル
ム
、
エ
ル
、
パ

の
困
っ
て
い
る
実
態
を
知
っ
て
も
ら

う
事
が
ま
す
必
要
で
基
本
政
策
を
要

望
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
役
立
て

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
「
農
家
台
帳
の
特
徴
は
ど
こ
に
あ

る
か
」

①
農
家
台
帳
は
一
戸
一
戸
の
農
家

に
つ
い
て
そ
の
経
営
の
基
本
的
な
要

素
と
し
て
の
労
力
、
土
地
及
び
資
本

の
実
態
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
そ
の
項
目
を
き
め
て
あ
り
、

そ
の
農
家
の
長
所
と
欠
陥
を
診
断
し

将
来
の
伸
び
ゅ
く
方
向
を
見
出
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
＞
つ

パ
ヴ
エ
ル
、
セ
テ
イ
ゲ
ル
ム
、
デ
ィ
ー

シ
等
で
厚
生
大
臣
が
指
定
す
る
も
の

を
い
う
）
で
あ
へ
ん
採
取
用
、
食
用

観
賞
用
等
の
目
的
の
い
か
ん
を
問
わ

す
裁
培
す
る
ご
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

②
植
え
て
よ
い
け
し

な
げ
ひ
し
、
お
に
げ
し
、
ぼ
た
ん
げ

し
、
ち
し
ま
ひ
な
げ
し
、
あ
ざ
み
げ

し
、
は
ね
だ
し
そ
う
、
は
り
げ
し
。

と
か
、
あ
る
い
は
食
事
に
は
タ
ン
パ

ク
質
、
脂
肪
が
不
足
し
な
い
よ
う
気

を
く
ば
り
ま
し
よ
う
。
こ
れ
は
ま
す

お
母
さ
ん
が
腕
に
よ
り
を
か
け
て
お

い
し
い
料
理
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
た
だ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
ご
と
は
食
物
が
い
た
み
や
す
い
時

で
す
か
ら
、
変
だ
と
思
っ
た
ら
煮
な

お
す
か
、
い
さ
ぎ
よ
く
捨
て
る
と
か

し
て
食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
“
伝
　
染
　
病
闘

　
急
件
伝
染
病
も
多
く
な
る
時
で
す

赤
痢
、
疫
痢
は
お
そ
ろ
し
い
。
ひ
ん

ぱ
ん
に
下
痢
し
て
粘
液
皿
便
に
ノ
ウ

が
混
る
こ
と
が
あ
り
、
し
か
も
下
腹

部
が
痛
み
し
ぶ
っ
て
時
に
は
熱
も
出

ま
す
。
こ
れ
は
完
全
な
赤
劇
で
す
。

こ
と
に
幼
児
の
疫
痢
は
経
過
が
電
撃

的
で
致
命
的
な
場
合
が
多
い
の
で
、

搬
子
が
変
だ
と
思
っ
た
ら
時
を
う
つ

さ
す
医
者
に
み
て
も
ら
う
こ
と
で
す

そ
れ
ま
で
は
と
り
あ
え
す
．
、
か
ん
腸

し
、
安
静
に
ね
か
せ
て
絶
食
さ
せ
る

こ
と
で
す
。
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㎜
　
鶏
の
放
し
飼
い
を
取
締
れ
　
　
㎜

薦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽

声
　
　
　
　
　
毎
年
雪
が
消
え
る

　
　
　
　
　
と
悩
ま
さ
れ
る
の
が

鶏
の
放
し
飼
い
だ
。
冬
中
餓
え
て

い
た
野
菜
に
男
の
消
え
る
の
を
待

ち
か
ね
わ
ざ
わ
ざ
雪
を
割
っ
て
ま

で、

し
て
蒔
い
た
種
物
を
土
の
中
か

ら
ほ
じ
く
り
出
し
て
折
角
芽
が
で

た
も
の
ま
で
抜
か
れ
て
は
追
い
返

す
よ
り
殺
し
て
も
や
り
た
い
位
腹

が
立
つ
。
し
か
も
部
落
で
も
識
者

を
以
っ
て
任
じ
て
い
る
叡
庭
が
平

　
昭
和
三
十
四
年
度
市
の
伝
染
病
発

住
件
数
は
赤
痢
二
五
名
、
小
児
マ

ヒ
ニ
名
で
大
都
分
が
赤
痢
で
し
め
て

い
ま
す
。
今
年
度
（
四
月
以
降
）
に
入

っ
て
か
ら
も
赤
痢
九
名
が
羅
患
し
て

い
ま
す
。

馳
予
防
注
射
を
忘
れ
ず
に
“

　
保
険
衛
牛
課
で
．
は
目
下
「
小
児
マ

ヒ
予
防
接
種
」
「
日
本
脳
炎
予
防
接

［
種
」
の
二
種
を
実
施
中
で
す
。
申
込

畠
重
1
き
き

り
ま
す
。

A
経
営
耕
地
規
模
別
、
B
農
業
所
得

の
割
合
別
、
C
世
帯
責
任
者
の
専
兼

業
別
、
D
世
帯
責
任
者
の
兼
業
の
種

類
別
、
E
農
業
現
金
収
入
の
大
小
別

F
商
品
生
産
の
種
類
別
。

戦
前
の
農
家
分
類
で
重
視
せ
ら
れ
た

自
小
作
別
の
区
分
は
農
地
改
革
後
の

今
日
で
は
著
し
く
そ
の
意
義
を
け
い

べ
つ
し
、
そ
れ
に
代
っ
て
資
本
主
義

経
済
に
農
家
と
農
榮
が
ど
の
よ
う
な

形
で
適
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
そ

の
具
体
的
な
姿
を
明
確
に
す
る
こ
と

ごな

重ぜ

▽農

▽家
▽

…台

帳、

を会

作　　　o　　　■　　　ロ　　ム
　　　　　　　　る今

か食

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
な
か
ん
づ
く

土
地
に
つ
い
て
は
と
く
に
璽
要
で
あ

る
の
で
団
地
別
筆
別
に
耕
作
と
利
用

状
況
を
調
べ
る
仕
組
に
な
っ
て
い
ま

す
。
②
農
家
の
分
類
、
で
は
従
来
の
農
林

統
討
と
違
っ
た
新
し
い
考
え
力
で
農

家
の
專
業
区
分
を
し
た
。
こ
れ
と
農

業
の
所
得
割
合
や
耕
地
の
広
さ
に
よ

る
区
分
な
ど
を
組
合
わ
せ
て
み
る
と

農
家
の
タ
イ
プ
が
今
ま
で
の
統
計
よ

り
実
態
を
よ
く
表
わ
す
も
の
と
な
り

そ
の
分
類
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
お

は
今
日
の
分
類
農
家
に
お
け
る
何
よ

り
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

③
資
本
に
つ
い
て
は
動
力
機
械
を

中
心
に
し
て
進
ん
だ
農
具
、
農
用
施

設
な
ど
を
つ
か
む
。
ま
た
家
畜
肥

料
、
農
薬
、
飼
料
の
購
入
量
と
作
付

面
積
、
生
産
量
は
五
ヵ
年
間
の
う
ご

き
を
調
べ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り

従
来
の
統
計
に
な
い
独
自
の
特
徴
と

い
え
ま
し
よ
う
。

　
「
農
家
台
帳
作
成
の
対
象
と
な
る

　
”
農
罫
と
は
」

農
家
台
帳
は
昭
和
三
十
四
年
、
三
十

五
年
の
二
ヵ
年
間
で
全
国
六
百
万
農

家
に
つ
い
て
一
戸
一
戸
の
経
営
の
実

態
を
正
確
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
が
「
セ
ン
サ
ス
」
の
場
合
の

よ
う
に
そ
の
範
囲
を
広
く
す
る
こ
と

そ
の
対
象
農
家
を
決
め
る
だ
け
で
も

大
変
な
手
数
や
経
費
が
か
＼
り
ま
す

の
で
一
反
以
上
（
北
海
道
は
三
反

歩
）
の
耕
地
に
つ
い
て
耕
作
を
行
う

世
帯
を
対
象
と
す
る
も
の
で
従
っ
て

本
年
七
月
十
五
日
に
け
わ
れ
る
農
業

委
員
会
の
委
員
の
選
挙
権
及
び
被
選

挙
権
の
資
格
要
件
と
同
一
と
な
る
わ

　
　
　
　
　
　
け
で
す
。

△
　
　
　
　
　
　
「
農
家
台
帳
の

　
　
　
　
　
　
　
作
成
は
誰
が
ど

　
　
　
　
　
　
　
の
よ
う
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
行
な
う
か
」

農
家
台
帳
は
全
国
農
業
会
議
所
、
都

道
府
県
農
業
会
議
、
市
町
村
農
業
委

員
会
の
一
連
の
系
統
組
織
の
責
任
に

お
い
て
農
林
省
、
都
道
府
県
関
係
部

課
、
市
町
村
関
係
部
課
の
全
面
的
な

援．

助
協
力
と
各
種
農
業
団
体
の
協
力

の
も
と
に
作
成
す
る
も
の
で
す
。
農

家
台
帳
作
成
の
手
順
は
三
士
月
に
一

人
の
割
合
で
農
業
委
員
会
が
委
嘱
し

た
調
査
員
に
よ
っ
て
農
家
を
戸
別
訪

門
し
聴
販
に
よ
っ
て
八
月
一
日
現
任

の
状
態
を
項
目
ご
と
に
記
入
す
る
も

の
で
す
。
調
査
に
先
立
っ
て
農
家
の

方
々
に
特
に
お
願
い
致
し
た
い
こ
と

は
自
分
の
耕
作
地
の
団
地
別
、
筆
別

に
そ
の
立
地
条
件
（
道
の
り
、
地
形

傾
斜
の
度
合
等
）
土
壌
条
件
（
表
土

の
厚
さ
、
耕
作
の
難
易
等
）
潅
排
水

の
条
件
（
潅
漉
の
良
否
、
排
水
の
良

否
）
裏
作
⑦
有
無
、
災
害
条
件
（
よ

く
起
る
災
害
の
被
害
の
種
類
）
平
均

反
収
等
に
つ
い
て
承
知
さ
れ
調
査
に

当
っ
て
調
査
員
が
正
し
く
、
か
つ
迅

速
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
醸
備
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
農
家
台
帳
の
利
用
及
ぴ
保
管
に

　
つ
い
て
」

で
き
上
っ
た
農
家
台
帳
は
そ
れ
ぐ

市
町
村
に
お
い
て
農
業
委
員
会
が
農

業
振
興
の
計
画
を
豆
て
た
り
、
そ
れ

を
塞
弛
し
た
り
す
る
場
合
や
、
ま
た

農
政
活
動
を
行
う
上
に
お
い
て
大
変

貴
重
な
基
礎
資
料
に
使
わ
れ
て
不
利

益
を
被
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
心

配
も
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
が
、
農

家
台
帳
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。
調
査
員
が
記
入
し

た
調
査
表
の
集
計
後
は
そ
れ
ぞ
れ
調

査
員
に
返
し
て
今
後
更
に
部
落
で
振

興
計
画
を
立
て
た
り
農
家
が
改
善
を

考
え
た
り
す
る
場
合
の
参
考
資
料
に

で
き
る
よ
う
な
、
便
宜
が
は
か
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

然
と
放
し
飼
い
を
し
て
い
る
の
だ

か
ら
あ
き
れ
る
。
畑
な
ら
ま
だ
し

も
戸
を
開
け
て
あ
る
座
敷
に
ま
で

飛
び
込
ん
で
く
る
。
最
近
犬
の
放

し
飼
い
を
あ
ま
り
見
か
け
な
く
な

っ
た
が
鶏
も
ク
サ
リ
で
つ
な
い
で

お
く
か
放
し
飼
い
の
も
の
は
捕
え

て
処
分
し
て
も
よ
い
事
に
し
て
は

ど
う
か
。
早
急
に
各
戸
に
徹
底
し

た
指
尊
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
市
内
一
会
社
員
）

み
を
さ
れ
た
方
は
場
所
日
時
を
忘
れ

す
に
必
ら
す
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
「
小
児
マ
ヒ
」
予
防
接
種
は
ワ
ク

チ
ン
に
限
度
が
あ
り
申
込
者
全
員
に

接
種
出
来
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ

の
ほ
ど
追
加
割
当
が
あ
る
見
込
み
な

の
で
、
申
込
者
全
員
に
接
種
出
来
る

予
定
で
す
。

農
繁
期
の

防
犯
心
得

　
農
繁
期
に
入
り
各
農
家
に
お
き
ま

し
て
は
ネ
コ
の
手
も
借
り
た
い
ほ
ど

忙
し
い
時
季
と
な
り
ま
し
た
が
、
例

年
こ
の
季
節
に
は
泥
棒
や
押
売
り
な

ど
の
犯
罪
を
は
じ
め
、
ギ
供
の
水
死
、

火
遊
び
、
交
通
事
故
な
ど
が
発
生
し

て
い
る
現
況
で
あ
り
ま
す
。
十
日
町

地
区
連
合
防
犯
協
会
と
十
日
町
警
察

置
餐
は
農
家
の
皆
さ
ん
か
安
心
し
て

作
藁
に
従
事
、
で
き
る
よ
う
防
犯
運
動

を
家
施
し
て
お
り
ま
す
が
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
充
分
な

効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
つ
ぎ
の
と
お
り
各
種
の
犯
罪
と

事
故
の
未
然
防
止
に
是
非
ご
協
力
を

お
ね
が
い
致
し
ま
す
。

一
、
戸
締
り
と
施
錠
を
励
行
す
る
こ

　
と
。

二
、
屋
外
に
は
貴
重
品
を
置
か
な
い

　
こ
と
。

三
、
婦
人
や
子
供
の
夜
間
の
一
人
歩

　
き
は
し
な
い
ご
と
。

四
、
押
売
り
が
立
廻
っ
た
ら
近
所
隣

　
り
に
連
絡
し
て
絶
対
に
買
わ
な
い

　
よ
う
に
す
る
。
そ
し
て
早
く
駐
在

所
へ
届
け
る
。

五
、
子
供
の
水
死
、
交
通
事
故
、
火

　
遊
び
に
注
意
す
る
こ
と
。

地
球
の
乳

　
水
道
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

水
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
水

の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
考
え
な
お

し
た
り
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
こ
の
頃
で

す
。
今
回
は
今
か
ら
約
五
十
年
ほ
ど

前
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
も
ら
つ
た
W
オ
ス

ト
ワ
ル
ド
先
生
の
「
化
学
の
学
校
」

か
ら
水
の
教
え
を
う
け
ま
し
ょ
う
。

先
生
　
今
日
は
水
に
つ
い
て
、
お
話

　
し
致
し
ま
し
ょ
う
．
水
は
ご
存
じ

　
の
よ
う
に
、
地
表
の
大
部
分
を
占

　
め
て
い
ま
す
。

生
徒
　
そ
う
で
す
。
約
七
分
の
五
。

先
生
　
さ
て
水
は
海
岸
や
湖
や
川
を

　
作
つ
て
い
る
が
、
全
然
純
粋
で
は

　
な
く
、
他
の
物
質
の
い
く
ら
か
を

　
溶
か
し
含
ん
で
い
ま
す
。

生
徒
　
海
水
に
つ
い
て
は
、
食
塩
を

　
含
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま

　
す
，
し
か
し
他
の
水
に
つ
い
て
は

　
ほ
か
に
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
か

　
ど
う
か
し
り
ま
せ
ん
。

先
生
何
に
よ
っ
て
海
水
中
に
食
塩

　
が
あ
る
こ
と
が
分
り
ま
、
勺
か
。

生
徒
塩
か
ら
い
味
に
よ
っ
て
。

先
生
　
そ
う
で
す
。
他
の
水
も
例
え

　
ば
雨
水
や
湧
き
水
も
同
じ
味
が
し

ま
す
か
。

生
徒
　
い
い
え
違
い
ま
す
。
あ
る
時

　
私
は
雨
水
の
味
を
み
ま
し
た
が
、

　
か
な
り
悪
い
味
で
す
。

先
生
　
さ
て
、
ご
の
よ
う
に
私
た
ち

　
は
、
ご
れ
ら
の
水
の
味
の
相
違
か

　
ら
、
こ
の
中
に
別
の
物
質
が
含
ま

　
れ
て
い
る
と
結
論
し
ま
す
。

　
さ
て
水
は
ど
ん
な
色
を
し
て
い
ま

　
す
か
。

生
徒
　
ま
っ
た
く
無
い
と
思
い
ま

　
す
。
無
色
で
す
。

先
生
そ
う
薄
い
層
な
ら
ば
無
色
に

　
見
え
ま
す
。
し
か
し
厚
い
層
だ
と

　
純
粋
の
水
は
青
い
。

生
徒
ど
う
し
て
そ
ん
な
違
い
が
あ

　
り
ま
す
か
。

先
生
水
の
色
は
極
く
淡
い
青
で
、

　
薄
い
層
だ
と
認
め
る
こ
と
が
で
き

　
な
い
の
で
す
。
し
か
し
始
め
の
う

　
ち
に
学
ん
だ
と
お
り
、
色
と
い
う

　
も
の
は
、
そ
の
層
の
厚
さ
が
厚
い

　
ほ
ど
濃
厚
に
な
る
の
で
す
。
純
粋

　
の
水
を
内
部
の
白
い
浴
盤
に
入
れ

　
て
み
た
だ
け
で
も
、
そ
の
青
い
色

　
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

生
徒
そ
ん
な
に
見
え
る
か
ど
う
か

”

　
　
　
　
　
水

　
近
い
う
ち
に
注
意
し
て
み
ま
し
ょ

　
う
。
し
か
し
川
の
水
は
青
く
な
く

褐
角
を
滞
ぴ
て
い
ま
す
。

先
生
そ
れ
は
川
の
水
が
褐
色
の
不

　
純
物
を
含
ん
で
い
る
た
め
で
す
。

　
海
の
水
に
は
、
そ
う
い
う
不
純
物

　
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ゆ
え
青
く

　
み
え
る
の
で
す
。
そ
の
褐
色
の
物

質
が
海
水
に
少
し
で
も
あ
る
と
混

　
合
に
よ
っ
て
緑
に
な
り
ま
す
。

生
徒
　
し
か
し
海
水
は
食
塩
を
含
ん

　
で
い
ま
す
か
ら
、
全
く
純
粋
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

先
生
そ
の
と
お
り
。
し
か
し
食
塩

　
は
無
色
な
の
で
、
水
の
色
を
変
え

　
は
し
ま
せ
ん
。
ー
水
の
密
度
は

　
？贈

つζつが

　
さ
し
込
み
ま
す
。
そ
れ
か
ら
太
桶

　
に
氷
と
水
と
を
一
パ
イ
入
れ
る
。

　
す
る
と
、
氷
は
水
の
上
に
う
か

　
ぶ
。
こ
れ
を
し
づ
か
に
放
置
す
る

　
と
、
ま
も
な
く
寒
暖
計
は
四
度
を

　示すが、

他
の
寒
暖
計
を
氷
水
の

　
表
面
に
漫
す
と
零
度
を
指
示
し
ま

　
す
．
こ
れ
を
説
明
し
て
下
さ
い
。

生徒

　
そ
れ
は
水
が
四
度
に
お
い
て

　
最
も
密
で
す
か
ら
、
下
の
方
に
集

ま
る
筈
で
す
。

先
生
も
う
少
し
付
け
加
え
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
が
、
ま
あ
大
体
の
と

　
こ
ろ
そ
れ
で
よ
ろ
し
い
。

　
☆
…
…
☆
…
…
☆

先
生
　
す
べ
て
の
物
質
の
中
、
水
は

　
深
く
研
究
さ
れ
、
最
も
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

生
徒
な
ぜ
水
罰
、
そ
ん
な
に
よ
く

　
研
究
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

生
徒
私
は
そ
れ
を
覚
え
て
い
ま
す

　
そ
れ
は
一
で
す
。
水
の
密
度
は
単

　
位
な
ん
で
す
か
ら
。

先
生
よ
ろ
し
い
。
こ
の
密
度
は
、

　
せ
っ
し
四
度
に
お
け
る
値
で
す
．

　
す
べ
て
そ
の
他
の
温
度
に
お
い
て

　
は
、
そ
れ
よ
り
小
さ
い
。
ほ
と
ん

　
ど
す
ぺ
て
の
物
質
は
熱
す
る
と
ほ

　
う
ち
ょ
う
す
る
の
に
、
水
は
、
せ

　
っ
し
O
度
と
、
せ
っ
し
四
度
の
間

　
で
は
熱
す
る
と
、
し
ゅ
う
縮
し
ま

　
す
。
そ
し
て
こ
の
温
度
か
ら
昇
っ

て
初
め
て
、
ぼ
う
ち
ょ
う
す
る
の

で
す
。

生
徒
そ
れ
は
み
た
い
も
の
で
す
H

先
生
そ
れ
は
色
六
の
方
法
で
み
る

　
こ
と
が
出
来
ま
す
。
太
桶
を
販
っ

て
、
そ
の
底
に
近
く
穴
を
あ
け
、
そ

　
こ
に
コ
ル
ク
を
通
し
て
寒
暖
計
を

先
生
　
そ
れ
は
地
球
上
に
極
め
て
多

　
量
存
在
す
る
か
ら
で
す
。
ち
ょ
っ

　
と
考
え
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
も
し

地
表
の
温
度
が
O
度
以
下
に
な
っ

　
た
ら
、
ど
ん
な
に
様
子
が
、
か
わ

　
る
か
。
そ
れ
は
勿
論
水
が
O
度
に

　
お
い
て
氷
結
す
る
か
ら
6
す
。
こ

　
の
藻
異
は
単
に
雪
や
氷
だ
け
で
な

　
く
、
植
物
の
生
活
が
O
度
以
下
に

　
お
い
て
は
止
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
植
物
体
の
液
が
動
き
え
な

い
か
ら
で
す
。

生
徒
　
は
い
、
水
が
ほ
と
ん
ど
す
べ

　
て
の
も
の
に
影
響
す
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

先
生
そ
の
ほ
か
、
水
が
豊
冨
に
存

　
在
す
る
た
め
、
他
の
物
質
よ
り
も

　
純
粋
に
製
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

　
ら
で
す
。
そ
れ
故
水
は
ま
た
あ
る

特
定
の
性
質
に
つ
い
て
そ
の
基
準

　
と
す
る
に
適
し
て
い
ま
す
。
こ
の

　
よ
う
な
応
用
は
す
で
に
私
た
ち
が

　
寒
暖
計
や
密
度
に
お
い
て
知
っ
た

　
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
そ
れ
以
外
の

　
件
質
に
対
し
て
も
水
は
標
準
物
質

　
と
し
て
役
立
ち
ま
す
。

牛
徒
水
は
も
の
を
溶
か
す
力
が
あ

　
り
ま
す
が
、
し
か
し
水
は
石
を
と

　
か
な
い
で
し
ょ
う
。

先
生
す
べ
て
湧
き
水
や
川
の
水
は

　
溶
か
し
た
物
質
を
含
ん
で
い
ま

　
す
。
そ
れ
は
台
所
に
あ
る
湯
沸
し

　
を
み
て
も
わ
か
り
ま
す
。
そ
こ
に

　
は
溶
け
た
物
質
が
湯
あ
か
と
よ
ば

　
れ
る
灰
色
の
か
た
ま
り
と
な
っ
て

　
沈
着
し
て
い
ま
す
。

生
徒
　
は
い
、
私
は
最
近
、
そ
の
湯

　
あ
か
を
は
が
し
て
み
る
と
、
実
に

　
か
た
く
つ
い
て
い
ま
し
た
。

先
生
さ
て
、
こ
の
溶
け
て
い
る
も

　
の
は
岩
石
か
ら
き
た
の
で
す
。
水

　
は
、
そ
の
岩
石
の
間
を
通
っ
て
地

　
表
に
現
わ
れ
て
き
ま
す
。
は
じ
め
、

　
水
は
純
粋
な
蒸
り
ゅ
う
水
で
あ
っ

　
た
の
で
す
が
。

牛
徒
　
そ
う
で
す
か
。
誰
が
蒸
り
ゅ

　
う
し
た
の
で
し
ょ
う
？

先
生
湧
き
水
は
雨
か
ら
く
る
の
で

　
す
。
雨
は
地
表
に
落
ち
、
土
に
し

　
み
こ
み
、
つ
い
に
深
い
所
へ
あ
つ

　
ま
り
ま
す
。
雨
は
ど
こ
か
ら
き
ま

す
か
。

生
徒
雲
か
ら
で
す
。

先
生
そ
う
で
す
。
雲
は
、
究
気
中

　
に
含
ま
れ
て
、
水
蒸
気
が
凝
縮
す

　
る
と
き
出
来
ま
す
。
即
ち
雨
水
は

　
実
さ
い
に
蒸
り
ゅ
う
さ
れ
た
水
で

　
す
。
し
か
も
新
鮮
な
水
で
す
。
し

　
か
し
屋
根
を
つ
た
わ
っ
て
く
る
う

　
ち
に
塵
を
み
ん
な
運
ん
で
く
る
か

　
ら
必
す
し
も
純
す
い
で
は
あ
り
ま

　
せ
ん
。
ど
う
し
て
水
は
雲
の
中
に

入
り
ま
す
か
。

生
徒
水
は
地
表
か
ら
蒸
発
し
、
風

　
に
よ
っ
て
運
び
去
も
れ
ま
す
。

先
生
そ
れ
は
い
く
ら
か
正
し
い
。

　
し
か
し
蒸
発
す
る
た
め
に
は
熱
が

　
い
り
ま
す
。
ど
こ
か
ら
そ
の
熱
を

得
ま
す
か
。

生
徒
そ
れ
は
太
陽
の
熱
で
し
ょ
う

先
生
そ
う
で
す
。
太
陽
の
光
線
は

　
そ
れ
に
当
た
る
も
の
を
暖
め
る
こ

　
と
が
出
来
る
の
で
す
。
こ
れ
を
光

　
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
い
ま
す
。
太

　
陽
が
な
か
っ
た
ら
す
べ
て
の
流
れ

　
は
止
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
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